
 
●生き方、職場や家庭 
人間関係などについて  

ハーモニープラザ相談室 ☎018-836-7846 
（10:00～17:00 木曜・日曜・祝日除く） 
※男性からの悩みを男性の相談員がお聴きします。 
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あなたの“いきいき”応援します。 

秋田県南部男女共同参画センター通信 ★第１３４号 

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ 

編集後記 （小山）  編集後記 「小さなおはなし会」（今号 1 面に事業報告掲載）で読まれた物語のなかで、“ひとと違ってい
ることに対して周りは同情するけれど、自分では違うところが気に入っていて自分の事が好き”という主人
公に惹かれました。子ども時代にこの物語を知っていたら、10 代の頃もっと勇気と自信をもてていただろ
うと思います。絵本には生きる力を育み人生を豊かにできる教えがあることを知りました。（小山） 

令和 6 年度 地域で活躍する人材を育成するための研修会 
 

小さなおはなし会・あきた F・F 推進員研修交流会 
〈3 月 1 日（土）南部男女共同参画センター〉 

開催 
報告

第 2 回地域連携ネットワーク会議 〈2 月 19 日（水）南部男女共同参画センター〉 

 

国際女性デー展示 
 
 特設コーナーを設置し、 
ミモザを飾り各新聞社の特 
集記事を掲示しました。３ 
月末まで設置していますの 
で、ぜひご覧ください。 
 

4 月は若年層（10 代・20 代）の性暴力被害予防月間です。
SNS の普及により手口が巧妙になってきています。同意の 
ない性的行為の強要は、いかなる理由・関係性であっても 
すべて性暴力です。被害にあっている方は自分で声をあげ 
られない場合が多いです。性暴力に関する情報を周知し、 
社会全体で性暴力をなくしていきましょう。 
 

4 月は「若年層の性暴力被害予防月間」です 

相談先のご案内 

相談窓口  
●ワンストップ支援センター 

全国共通ダイヤル#8891 
●警察相談専用電話（警察） 

全国共通ダイヤル＃9110 

 

 登録団体の更新等について 
 
 新年度から団体の代表者や連絡先に
変更のある方はお知らせください。 
センター通信やお知らせ等をお送りし
ていますので、変更の手続きをお願い
いたします。 
 

あきた F・F 推進員とセンター登録団体の代表者、
市町村担当者と県職員が出席し、今年度の事業実施
報告を行いました。意見交換では、介護分野の男女
共同参画を推進するためにどんな事業を行ったら
よいのか、また、多くの方に講座やイベントに参加
してもらうための広報などについて話し合われま
した。 

が少なくなった今、刺激的な時間でした」など、 
あきた F・F 推進員、一般参加者ともに自身の
思いや気づきを共有することで、多様性への理
解につながる機会になったことがうかがえまし
た。実行委員と協力団体の皆さんには実行委員
会から準備、当日の運営を担当していただきま
した。ありがとうございました。 

 

 

 

研修室使用料の支払いに 

キャッシュレス決済が利用できます 
 

・QR コードでの支払いが可能になりました   
詳細は職員にお尋ねください

。 

あきた F・F 推進員が実行委員として企画し開催しました。セ
ンター登録団体「きづきのき」が、絵本の読み聞かせと小説の朗
読を行いました。毛色が親や兄弟と違う色に生まれた仔猫の物
語、オスのペンギンカップルの家族の物語。また、ミックスルー
ツの少女がクラスで自身のことを伝える小説の朗読など、合わ
せて６編の絵本と小説が読まれました。物語の主人公は動物や
植物、人間などそれぞれで、生き方の尊重や多様な考え方につい
て考えさせられる内容でした。そして、「防災のはなし」では、
避難所に集まる人は様々であり、見た目ではわからない障がい
の有無、赤ちゃんや高齢者など年代や性別が違うように、他者に
対して理解できているか、モノの備えではない意識の備えに焦
点をあて話されました。 

小さなおはなし会後の交流会では、自己紹介のほか、地域の男
女共同参画推進の現状、自身が思う多様性やお話会の感想など
を共有しました。アンケートには「限られた時間で参加者が言い
たいことを言える場になった」「思いを発露すること、考える場 



大切なことを実感しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年度 羽後町男女共同参画講演会  主催：羽後町  
 
「防災と女性の視点」～災害に備え、私たちができること～ 

〈11 月 13 日（水）羽後町活性化センター〉 

んが加わり 3 人のトークセッションでは、「男性の家事・育児
への参画と職場の上司の理解がないと女性活躍は進まない、
女性は家事・育児・仕事と日々頑張っている」「頑張ろうとす
る女性を立場が上にいる者が抑圧し、それがくり返されると
女性は諦めてしまう」など、女性が活躍できるための家庭や
職場環境等について共有しました。センターでは、中高生 163
名に実施したジェンダーに関する意識調査のアンケート結果
を展示し、来場者の関心を寄せました。 

 

講師の秋田クロスロード研究会の進行で、防災クロスロー
ド（カードゲーム）を行いました。過去の災害事例を元にし
た質問に YES/NO で答え、なぜそう思うのかをグループで意
見を交換しました。参加者は正解の無い答えにジレンマを感
じながら決断することによって、置かれた状況、立場、価値観
の違いなどから様々な考え方があるという気づきの体験を共
有しました。アンケートからは「他人事とは思わず防災に対
する備えと心構えは必要と思った」「他者の意見を聞くことは 
とても大切だと思いました」「自分の意見はなかなか話せない 

構えは必要と思った」「他者の意見を聞 

令和 6 年度 横手市男女共同参画フォーラム  主催：横手市 
 

「男女共に輝く社会を目指して ～女性活躍の実現～」 
〈2 月 22 日（土）横手市交流センターY2 ぷらざ〉 

令和 6 年度 秋田県地域自殺対策強化事業 主催：性と人権ネットワーク ESTO  
 

性同一性障害特例法からトランスジェンダーの 

生きる権利を考える研修会 
〈11 月 9 日（土）秋田県南部男女共同参画センター（サテライト会場）〉 

令和 6 年度 地域における重点的な取組みの推進に関する研修会  
 

男女共同参画と防災  〈11 月 26 日（火）美郷町公民館〉 

 

LGBT 法連合会顧問で大学非常勤講師の野宮亜紀さんが講師を務め、
トランスジェンダーが抱える困難や性同一性障害特例法とその課題につ
いて説明されました。いかに社会全体に理解をすすめていくかが課題
で、少しでも知識と理解のある方が発信していくことが大事なことであ
ると呼びかけられました。また、弁護士の原田いづみさんとの対談で弁
護士に望むこととして、相談者は多様であるので書類だけで判断せずに
その人自身を見てほしいとのことでした。SNS での誤った情報が差別
や偏見につながっている現状から、改めて学びの機会の重要性、教育が
大切なことを実感しました。 

開催 
報告

第 2 回 運営委員会 〈2 月 19 日（水）南部男女共同参画センター〉 
 

 運営委員が事業視察を行い評価した内容を共有する委員会を開催しました。事業計画に基づき目的
や内容が適切だったかなどを評価したほか、感想やアドバイス、次年度に対する提案と期待を寄せて
いただきました。次年度のより良い事業の実施とセンター運営、さらに多くの方に男女共同参画の大
切さを伝えていけるように、事業の広報と啓発の情報発信に務めて参ります。 
 

こともある」などがありました。講師からは「人の口からでなければ人の心に伝わらない、ここにい
る人しか地域を守れない」という強いメッセージがありました。会場内には実際に避難所で使用する、
組み立て式のダンボールベッド、つい立て、マイクロファイバー毛布、防災食が展示されました。 

など、災害は起きてしまうものと考え、より多くの命が助かることに焦点をあて活動していると述べられまし
た。日赤防災セミナー指導者の髙橋里津子さんからは、家庭で備える防災用品の紹介と使用方法ついて説明が
ありました。災害時に電気や水道が止まった時のトイレに関することや、ビニール袋のいろいろな使用用途に
ついてアドバイスがありました。センターは企画・運営に参加し、防災食の提供を行いました。 

 女性活躍をテーマに、ラトビア共和国からのバスアイテムの輸入販売（アジア初出店）を手掛ける谷
本瑞絵さん（ステンダース・ジャパン代表）が講演され、出店するまでの困難の数々について紹介されま
した。壁にぶつかってもくじけず扉を開け続けようと呼びかけられました。 

 作家でジャーナリストの麓幸子さんは、秋田県の少子高齢化や若年女性の県外流出等のデータをもと
に、「女性の活躍が秋田の未来を開く」と題して講演しました。その後、あきた F・F 推進員の林一輝さ 

 仙北市消防団員であきた F・F 推進員の西宮三春さんが講演されました。平成 25 年
に発生した土石流災害時に出動し、男性の後方支援と被災者の親族に関わる活動が結
果として女性の視点が活かされていたこと。また、女性消防団員の発案から開催して 
いる「パパママを対象にした我が子を守るための救命救急講習会」や「防災食の試食会」 
 


